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① 先週議論に挙がった論点に関連する点 
（p. 32 “common humanity and citizenship”との関連） 
 p. 46 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
⇒宗教が common ground たりえなくなった近代文明においては、市民が民主主義社会を担
う基盤として common good ないし common humanity を理念的に配置しなくてはならな
かったのではないか 
 

②リベラリズム（liberalism）について 
 

 ・liberalism in education 
      と 
  education in liberalism の区別（57） 
 
 

・民主主義をリベラリズムと結びつけて、18 世紀と対比させながら解釈している（76-77） 

⇒個人主義の位置づけや、common good への関わり方の違い 

⇒citizenship に求められるのは、すでに承認された社会の目的を問わない loyalty ではない

⇒社会の構成員は、その社会の目的（aims）や秩序（method）を批判していくべき 

 
 
⇒本書がいう liberalism に関する思想的（政治哲学的）背景とは何なのか（デューイとの関
連など） 

中世 
キリスト教 

（宗教的世界） 
common ground 

⇒ 

近代文明
modern civilization

 
＝市民による民主主義社会 
（宗教はcommon ground

たりえない） 
↑ 

common good 
humanity 
が支える 

 


